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人権問題学習シリーズ ��

　去る１月29日、倉吉未来中心で行われた「人権

学習プログラム研究会」について報告します。

　会では最初に岩美町における小地域懇談会の概

要説明とともに、昨年９月30日に開催された大岩

地区人権学習会の取り組みについて、沢貢さん（大

谷）による実践発表がありました。これは、昨年大

岩地区内で発生した作業中の男性が転落して大け

がをした際の救急車手配、男性への応急処置、家族・

勤務先への連絡等についての問題を取り上げ、「地

域が安全で安心して暮らせるまちづくり」のために

地域として、個人としてどう取り組めばよいかを話

し合うというものでした。

　安全で安心して生活するためには、お互いに助け

合うという気持ちの大切さを感じるとともに、その

ために自分はどうすれば良いのかを考えさせられ

ました。
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　参加者のアンケートには、「岩美町の発表が参

考になった」というのもありました。

　続いて、朗読劇を使って部落差別の問題を考

えたという琴浦町における小地域懇談会の実践

発表、ビデオ「ハンセン病　今を生きる」を用

いた境港市における小地域懇談会の実践発表、

愛知県立大学講師・内田龍史さんによる「学習

効果の検証に向けて」の報告、県教育委員会・

山田智子さんによる「よりよい学習プログラム

づくりに向けて」の提言が行われ、閉会しまし

た。

　各市町村により、毎年小地域懇談会に対する

工夫がなされていることを感じました。

　この研究会には岩美町からも、各地区人権教

育推進会役員さんを中心として34名が参加さ

れ、町の老人バスはほぼ満席の状態でした。参

加された皆様には、お忙しい中にあって参加い

ただきましたこと、有り難く思いますとともに、

今回の研修は明るい町づくりのための一歩に

なったと思います。


